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・ 阿寒国立公園 

・ 国指定天然記念物「オンネトー湯の滝マンガン酸化物生成地」 

・ 雄阿寒岳原生植物群落保護林 

・ 雌阿寒トドマツ植物群落保護林 

・ マンガン鉱床特定地理等保護林 

・ 水源涵養保安林 

・ 保健保安林 

 

（２）保護管理に関するその他の取組 

・ 平成 24 年 7 月から行政機関、関連団体等を構成メンバーとした「阿寒湖世界自然

遺産登録地連絡会議」設置し、阿寒湖及びその周辺地域を世界自然遺産登録を目指

し、自然環境の情報や保護管理体制などの情報共有を図るとともに、自然遺産登録

に向けた活動を進めている。 

・ 釧路市「世界自然遺産登録庁内会議」設置（平成 24年） 

・ 釧路市役所内に「世界自然遺産登録推進本部」を設置（庁内会議格上げ・平成 25

年） 

・ 「エゾシカ保護管理計画」（北海道）による保護管理の実施 

・ 「北海道生物の多様性の保全等に関する条例」（平成 25年 3月制定）に基づき、鳥

獣の保護管理、外来種対策、希少動植物の保護に取り組んでいる。 

・ 「阿寒湖のマリモ保全対策協議会」が中心となり、定期的な巡視、盗採監視等の対

策が講じられ、マリモの湖岸への大量打ち上げ防止対策のため、調査研究が継続さ

れている。また、平成 25 年から阿寒湖西部のシュリコマベツを試験地として、マ

リモの野外育成試験に着手等の取組が実施されている。 

・ 平成 9年以降、外来種ウチダザリガニの生息状況調査・研究が継続され、水産資源

として捕獲されている。 

・ 平成 12年に「足寄町オンネトー湯の滝連絡協議会が設置された。 

・ 環境省では、オンネトー湯の滝の池に生息する外来魚（ナイルティラピア、グッピ

ー）の駆除事業を行っている。 

 

８．国内外の既登録地等との比較 

（１）自然美（ⅶ） 

○３つのカルデラとカルデラ湖を取り巻く原生林による景観美 

・スマトラの熱帯雨林遺産 （インドネシア、ⅶ、ⅸ、ⅹ） 

 スマトラの熱帯雨林遺産を構成する 3つの国立公園からなり、様々な規模の素晴らしい眺望

を持つ景観が豊富にあり、見事なまでに美しいグヌン・トゥジュ湖、巨大なクリンチ火山の荘
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厳さ、無数の小さな火山、天然の森林に囲まれた沿岸湖や氷河湖等が見られ、これらが組み合

わさってスマトラの熱帯雨林遺産の素晴らしい美を際立たせている。 

・コミ原生林 （ロシア、ⅶ、ⅸ） 

 コミの低地帯の植生は湿地と氾濫原に浮かぶ島々から成る。亜寒帯林はこの湿地からウラル

山脈の山麓へと広がっており、亜高山性の低木森林、草地、ツンドラ、および岩盤へとつなが

っている。渓谷ではトウヒ、モミおよびマツの広大な森林が観察される。 

・カナディアンロッキー（カナダ、ⅷ、ⅸ、ⅹ） 

ロッキー山脈の北部 1500km に及ぶ山地帯に、荒々しい地層、雪を頂く峰々、広大な針葉樹と

氷河湖の多様な景観をもつ。 

 

（２）地形・地質（ⅷ） 

○世界有数のカルデラ地形 

・イエローストーン国立公園(アメリカ、ⅶ、ⅷ、ⅸ、ⅹ) 

イエローストーン国立公園は、長径 75km・短径 45km の世界最大のカルデラが存在し、数千

もの温泉、泥間欠泉、噴気孔、活動中の間欠泉など、地表地熱活動が観察されるなど、地球の

進化の歴史に関する研究や理解をする場として、もっとも重要な場所のひとつである。 

・ンゴロンゴロ保全地域（タンザニア、ⅶ、ⅷ、ⅸ、ⅹ） 

カルデラ湖を中心とした大草原の壮大な景観は、タンザニア北部のンゴロンゴロ保全保護地

域で見られ、長径 19km・短径 16km のカルデラを有する。カルデラの壁高は約 600ｍで切れ目

のない完全なカルデラを形成しており、クレーターの周囲にはゾウ、アヌビスヒヒなどの多く

の動物が生息する。ンゴロンゴロクレーターは分断されていないカルデラとしては世界最大で

ある。その火山活動は中生代後期／第三紀初期に遡り、地質学的特徴で有名である。ンゴロン

ゴロクレーターには人類の進化に関連する重要な古生物学的記録を持つラエトリとオルドバ

イ渓谷がある。 

・トンガリロ国立公園（ニュージーランド、ⅵ、ⅶ、ⅷ） 

トンガリロ国立公園（約 800km２）は環太平洋火山性の自然遺産登録地であり、ニュージー

ランド北島の中央部に広がる３つの活火山や死火山、溶岩、氷河など多様な地形を有する。ま

た湖、川など変化に富んだ美しい風景が見られ、広大な草原や広葉樹の森林には多様な植物、

希少な鳥類が生息し、地質学的にも生態学的にも重要な地域である。 

・カムチャッカの火山群（ロシア、ⅶ、ⅷ、ⅸ、ⅹ） 

 カムチャツカ地域には、300以上の火山、複数の活火山、氷河が見られるほか、原生林が広

がり、貴重な生物の生息地として重要な地域である。 

・阿蘇山 

 阿蘇山は中岳・高岳・根子岳・杵島岳・烏帽子岳（いわゆる阿蘇五岳）からなる中央火口丘

を、東西約 18ｋｍ・南北約 25ｋｍ・周囲約 128ｋｍ・カルデラ壁高 300～500ｍの外輪山が取
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り囲む世界最大級のカルデラを中心とする地域である。 

  

上記地域を含む国内外の代表的なカルデラは以下の通り。 

・トバカルデラ（インドネシア）：約 100km×30km 

・イエローストーンカルデラ（世界遺産登録地）（米国）：約 70km×50km 

・ンゴロンゴロカルデラ（世界遺産登録地）（タンザニア）：約 19km×16km 

・屈斜路カルデラ：約 26km×20km 

・阿蘇カルデラ：約 24km×18km 

・姶良カルデラ：約 20km×20km 

 

○陸上で見られる大規模なマンガン鉱床 

西オーストラリアのシャーク湾 （オーストラリア連邦、1991 年、ⅶ、ⅷ、ⅸ、ⅹ） 

シャーク湾にある塩濃度の極めて高いハメリン・プールには、世界で最も多様かつ多数のスト

ロマトライトが観察される。これは、原生代の海洋に生息していたものと同類であり、カンブ

リア紀初期に至るまで地球の生物圏の自然と進化についての研究に役立つ生きた類似物とし

て最も優れている。 

 

（３）生態系（ⅸ） 

○遷移が異なる湖沼群における特異な生態系 

・バイカル湖（ロシア、ⅶ、ⅷ、ⅸ、ⅹ） 

世界最深 1620mで、面積 31,722k㎡を持つ。生息する 1500種の 80%が固有種である。 

・ウヴス湖盆地（ロシア・モンゴル、ⅸ、ⅹ） 

周囲を標高 3000m級の山脈に囲まれたウヴス湖は、モンゴル最大の湖である。ウヴス湖を中

心にタイガ、ツンドラ、砂漠、半砂漠、ステップなど中央アジアにおけるすべての生態系を

含み、アレチネズミやオオカミ、ユキヒョウ、オオヤマネコなど多くの動物が生息する。ま

た、塩湖であるウヴス湖は、多くの渡り鳥や水鳥によって重要な繁殖地で、絶滅の危機に瀕

しているユーラシアヘラサギを含む 220種以上もの鳥類が確認されている。 

・サルヤルカ－カザフスタン北部のステップと湖沼群（カザフスタン、ⅸ、ⅹ） 

サルヤルカには ステップや湖を含む広大なエリアがあり、そこでは生物学的、生態学的

プロセスがほぼ絶えることなく続いている。湿地の多様な植物相や動物相とともに、湿潤期と

乾燥期の複雑なサイクルを通じて発展を続けており、世界的な重要さを有し、科学的関心を集

めている。 

 

（４）地形・地質（ⅷ）及び生態系（ⅸ） 

○細菌類のバイオミネラリゼーションによるマンガン鉱床の生成 
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保全のため下水道の整備やマリモ保存会の設立、平成 21 年には官民 22 団体からなるマリモ保全

対策協議会を設立し、マリモ保護管理計画が策定されるなど、保護対策が講じられている。 

 

引用文献 

小疇尚他. 1994. 日本の自然地域編－北海道－. 

環境省. 2000. 改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 植物 II. 

国立科学博物館ホームページ： 

http://www.kahaku.go.jp/special/past/bisyoso/ipix/mo/1/1 10.html 

国立公園協会. 1995. 国立公園図鑑.  

自然公園美化管理財団. 1990. 新美しい自然公園８ 阿寒湖.  

地球環境研究センターホームページ： http://www-cger.nies.go.jp/index-j.html 

宮脇昭. 1988．日本植生誌 北海道． 

森田敏隆・立松和平. 1995. 日本の大自然 阿寒国立公園. 毎日新聞社. 

WCMC データシート： http://www.unep-wcmc.org/sites/wh/ 

総合政策部 都市経営課 企画担当： 

http://www.city.kushiro.hokkaido.jp/icity/browser?ActionCode=content&ContentID=

1344488044127&SiteID=0000000000000 

文化庁．国指定文化財等データベース： 

http://www.weblio.jp/content/%E3%82%AA%E3%83%B3%E3%83%8D%E3%83%88%E3%83%BC%E6%B

9%AF%E3%81%AE%E6%BB%9D%E3%83%9E%E3%83%B3%E3%82%AC%E3%83%B3%E9%85%B8%E5%8C%96%E7

%89%A9%E7%94%9F%E6%88%90%E5%9C%B0 

黒萩尚．1994．阿寒の魚類．阿寒国立公園の自然 1993，pp.971-990．財団法人前田一歩園財団．

阿寒． 

久保田敏夫・飯島一雄・須磨靖彦・中谷正彦・平間裕介・生方秀紀・小杉時規・芳賀馨・一條

信明．1994．阿寒の昆虫類．阿寒国立公園の自然 1993，pp.991-1189．財団法人前田一歩

園財団．阿寒． 

阿寒湖のマリモ保全対策協議会．2012．マリモ保護管理計画． 

倉西良一・久原直利．1994．阿寒の底生動物．阿寒国立公園の自然 1993，pp.971-990．財団法

人前田一歩園財団．阿寒． 

芳賀卓．1994．阿寒の淡水藻類．阿寒国立公園の自然 1993，pp.731-782．財団法人前田一歩園

財団．阿寒． 

（株）小学館．2004．ビジュアル・ワイド世界遺産． 

足寄町教育委員会．1999．オンネトー湯の滝 足寄町オンネトー湯の滝マンガン生成緊急調査

報告書． 

片岡秀郎．1994．第 1 章阿寒国立公園の沿革．阿寒国立公園の自然 1993，pp.95-190．財団法

149



 

 

人前田一歩園財団．阿寒． 

ユネスコホームページ：http://whc.unesco.org/en/list/28 

     〃    ：http://whc.unesco.org/en/list/39 

     〃    ：http://whc.unesco.org/en/list/1102 

     〃    ：http://whc.unesco.org/en/list/578 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

150



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 

早池峰山 

 

１．対象地域 

  岩手県 

  早池峰山一帯 

 

２．Udvardyの地域区分 

 2.14.6 

 界 ：旧北界（The Praearctic Realm) 

 地区：夏緑樹林（東アジア）(Oriental Deciduous Forest) 

 群系：常緑広葉樹林および低木林、疎林（Evergreen sclerophyllous forest, scrubs or 

woodlands) 

 

３．価値の概要 

早池峰山は東西１０数キロに及ぶ連峰で、主に蛇紋岩化した超塩基性岩類で構成される北上山

地の最高峰である。国内の蛇紋岩山地の中でも特に典型的な地形・地質学上の特性を有している

ほか、独特な生態系を有しているため、数多くの遺存種・固有種が見られるなど、植物分類学お

よび植物地理学上、貴重な地域である。IUCNとWWFは世界の保全されるべき植物の多様性中心

(Centres of Plant Diversity）の１つとして早池峰を指定している。 

 

４．自然の概要 

 早池峰山は北上山地の最高峰で、同山地ではかなり自然性の高い地域となっている。 

 国内の蛇紋岩山地の中でも特に典型的な地形・地質学上の特性を有しており、ハヤチネウスユ

キソウ等の固有の植物種が多く見られ、これらの特性をを反映している。 

 

（１）地形・地質 

 早池峰山は東に剣ヶ峰、西に中岳、鶏頭山などを連ねた東西１０数キロの連峰である。早池峰

山の岩体はオルドビス系の早池峰複合岩類で、蛇紋岩化した超塩基性岩類が露出する。陸に近い

環境で形成された南部北上山地と、遠い海洋底で形成された北部北上山地が接合する縫合帯にお

いて地上に現れたオフィオライトと考えられている。 

 早池峰山の中・高標高地域では、氷河時代の凍結破砕作用によって蛇紋岩の基盤が壊され、移

動して形成された岩塊斜面が見られる。これらの岩塊斜面の影響により森林限界（約 1,300m）が

低いことも早池峰山の特徴である。また、蛇紋岩の岩質に由来する大型のトア（塔状の岩峰）や

岩塊原を中心とする周氷河現象による地形が見られる。 

 

平成 15 年個票を基に、24・25 年度業務のヒアリ

ング・文献調査及び 25 年度業務の自治体アンケ
ートから得られた情報を追記したものである。な

お、追記・更新箇所は、網掛けで示した。 
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・アポイ岳（北海道）： アポイカンバ、ヒダカソウ、ヒダカトウヒレン、、アポイタチツボス

ミレ、エゾコウゾリナ 

・至仏山（群馬）  ： オゼソウ、ホソバヒナウスユキソウ、カトウハコベ、ジョウシュウア

ズマギク、クモイイカリソウ 

・谷川岳（群馬）  ： オゼソウ、ホソバヒナウスユキソウ、カトウハコベ、ジョウシュウア

ズマギク、クモイイカリソウ 

・白馬岳（新潟、長野）（蛇紋岩は雪倉岳、八方山付近）： 

クモマミミナグサ、ホソバツメクサ、ミヤマウイキョウ、ミヤマアズ

マギク、ミヤマムラサキ 

 

９．その他特記事項 

（１）国際的な取組及び動向等 

・平成25年9月に、日本ジオパークとして「三陸ジオパーク」が認定され、早池峰山はジオサイト

の一つに含まれている。 

 

引用文献 

 岩手県 H13. 平成12年度 早池峰地域自然環境調査報告書．  

 環境庁 S52．早池峰自然環境保全地域保全区域及び保全計画. 

 環境庁 S57．早池峰国定公園指定書及び公園計画書.  

 小泉武栄 1998．山の自然学．岩波書店. 

 環境庁自然保護局 1986．早池峰自然環境保全地域調査報告書.  

 森林生態系保護地域の概要 第１回目検討会資料 2003． 

 ユネスコ世界遺産４ 東アジア・ロシア 1998. 講談社．  

（財）観光資源保護財団 S51．早池峰－早池峰・薬師岳地域の生物的自然と保護対策－.  

 岩手県 S56．自然環境保全地域生態系調査報告書． 

 宮脇昭（編）（1987）日本植生誌 東北． 

 東正剛・阿部永・辻井達一 1993. 生態学からみた北海道. 

世界遺産センターウェブサイト：http://whc.unesco.org/en/tentativelists/1697/ 

永広昌之・越谷信 2012．岩手県の地質．大地．52． 

小池一之・田村俊和・鎮西清高・宮城豊彦編 2006．日本の地形3東北．東京大学出版会．355p.

第4次シカ保護管理計画（岩手県）：

http://www.pref.iwate.jp/dbps_data/_material_/_files/000/000/012/988/4jisikakeikaku

.pdf 

ユネスコホームページ： http://whc.unesco.org/en/list/839 
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・ユネスコエコパークに関する動向 

（綾） 

平成 17年に、「綾川流域照葉樹林帯保護・復元計画（綾の照葉樹林プロジェクト）」推進協定を

締結し、平成 23年 9月に、「日本ユネスコ国内委員会 自然科学委員会 人間と生物圏計画分科会」

（事務局：文部科学省）において、「綾の照葉樹林プロジェクト」の対象地域を中心とした宮崎県

の「綾地域」をユネスコ・エコパークに推薦することが決定された。平成 23 年 10 月に日本ユネ

スコ国内委員会から推薦書をユネスコに提出し、平成 24年 7月のユネスコ MAB国際調整理事会に

おいて登録が決定した。その特徴として以下の点が挙げられる。 

①綾川流域は、東アジアの照葉樹林帯の北限付近にあり、照葉樹林は多くの日本固有種で構

成される。また、日本の照葉樹林が最大規模で残されているほか、標高約 1200m 以上の高

標高域には夏緑広葉樹のブナが優占する自然林が現存している。 

②林野庁九州森林管理局、宮崎県、綾町、公益財団法人日本自然保護協会、てるはの森の会

の 5 者が協働して、原生的な森林生態系の保護、照葉樹自然林の復元、自然と共生する地

域づくり等を目的とする「綾の照葉樹林プロジェクト」を推進している。 

③照葉樹大吊り橋及び照葉樹林文化館を整備するとともに、有機農業等との連携でのエコツ

ーリズムを通じ、自然と人間の共存に配慮した地域振興策を実施している。 

ユネスコ・エコパークの登録地域は、総面積 14,580ha（核心地域 682ha、緩衝地域 8,982ha、

移行地域 4,916ha）である。 

核心地域及び緩衝地域は、｢綾の照葉樹林プロジェクト｣の対象地域である。これらは林野庁国

有林、宮崎県県有林、綾町有林であり、適切な管理が実施されている。 

核心地域は、林野庁九州森林管理局が管理する国有林の綾森林生態系保護地域の保存地区であ

り、九州中央山地国定公園にも含まれている。核心地域はこれまで人間活動に利用されていない

地域であり、照葉樹林の構造、機能、森林動態の科学的研究の対象として原生的な森林生態系の

保護を実施している。 

綾町は 1988年に全国初の「自然生態系農業の推進に関する条例」を制定し、伝統的な循環型農

業の推進に取り組んだ自治体であり、移行地域は主に有機農業に利用されている。“森林セラピー”

を含むエコツーリズムや森林環境教育も積極的に推進されている。 

ユネスコ・エコパークへの申請者は宮崎県綾町。AyaBR 地域連携協議会（事務局：綾町）9が運

営する。 

 

（祖母山系） 

近く大分県、豊後大野市、竹田市、佐伯市等により協議会組織を立ち上げ、ユネスコエコパー

クの登録を目指した取り組みを開始予定。 

                                                  
9 綾の照葉樹林プロジェクト協定者、AyaBR 町づくり協議会代表、学識経験者等で構成する AyaBR 専門委員会代

表で構成。 
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